
y.andou@to-sei.co.jp
ホームページアドレス http://h-ab.com/committee/seinen/

連絡先 TEL 0166-22-8894 FAX 0166-26-1758 e-mail

● 今後の計画

目的は近年、身近に感じられるようになった自然災害に対する備えを意識してもらい、建築士会もそれに少しでも寄り添える関係
になっていきたいと考えています。

問い合わせ先 （一社）北海道建築士会　旭川支部　青年委員会 担当者 安藤　佳紀

会場全体 イベントの様子

● 今後の課題

実際の避難施設・避難所までの避難経路をもっと具体的に説明出来るようにしたり、避難時の準備や行動パターンも検討出来る
ブースも必要かと考えます。

連携･協力組織 東神楽町

13名 13名 29名

参
加
者

会員 建築士

36名 65名

●活動収支 収入 収入なし 支出 印刷・模造紙代・レンタル代・会場費

●来場者
運
営
側

建築士会

【 開催日･場所 】
H2９年１月１４日(土)　アルティモール東神楽店にて

【 内容 】
大人と子供が楽しんで防災への知識を学ぶことのできるものとして「なまずの学校」「新聞紙折り紙」の2つのブースを設けまし
た。「なまずの学校」は災害が起きた際の対処方法を紙芝居クイズ形式で学ぶことができるもので，「新聞紙折り紙」は，身近に
ある新聞でスリッパや食器など様々なものを作れることを学ぶことができるものでした。
子供の建築士への関心を高めるものとして「紙ぶるる」「ブロック家づくり」の2つのブースを設けました。「紙ぶるる」は紙で2
階建ての建物を作成し，筋かいの有無による揺れやすさを実験できるもので，「ブロック家づくり」はブロックを使って様々な家
を作って楽しむことができるものでした。
また，会場にハザードマップを掲示し，自宅付近の浸水想定区域を把握し災害時の避難所の確認をして頂きました。
【 成果 】
4つのブースを通して，防災への知識や建築士への関心を高めるものとなりました。子供が楽しみながら学ぶことができる内容で
あったと思われます。スタンプラリー形式での景品のプレゼントも行ったため，複数のブースを体験することにつながりました。

● 集客方法

子ども 計一般他団体 計

近年，様々な地域で自然災害による被害が相次いでおり，防災への関心は高まっている。非常時の対処のためには，普段より防災
への関心を高め，知識を得ていくのが重要だが，子供たちは防災について学ぶ機会は多くないため，防災意識の向上を目的とした
イベントの需要が高まっている。

● 活動目的
防災イベントを通して大人が子供と一緒に防災への関心を高めていくことを目的とする。また，建築について楽しく学ぶことで，
次世代の建築士を育成することを目的とする。家族連れなど，より多くの方に防災について学べる機会を作るため，ショッピング
モールにてイベントを行う。

● 活動内容と成果

□建築物調査､保存･再生　□景観形成､街並み保存･修景　□地域活性化　■教育･人づくり
■防災まちづくり　□ユニバーサルデザイン　□環境保全　□住まいづくり　□住環境整備　□会員拡大
■建築士（会）の周知　■次世代育成　□その他（　　）

● 企画運営団体 ■上記建築士会名　　□その他（　　　　　）

● 活動の背景

北海道建築士会青年委員会 活動事例報告シート

平成２８年度
■北海道ブロック　□東北ブロック　□関東甲信越ブロック　□東海北陸ブロック　□近畿ブロック
□中四国ブロック　□九州ブロック

建築士会名
（支部等含む）

（一社）北海道建築士会　旭川支部 事業名
防災イベント「建築士と一緒に楽しく学んで防災博士
になろう！」

イベント会場HPでの広報，当日ビラ配りでの呼び込み。

● 活動の種別

mailto:y.andou@to-sei.co.jp
http://h-ab.com/committee/seinen/


aki2589@ace.ocn.ne.jp
ホームページアドレス

連絡先 TEL 0167-45-2567 FAX 0167-45-9687 e-mail
北海道建築士会　上富良野支部 担当者 黄田　信行

連携･協力組織

　写真②　『建築の日』ビールパーティー　　写真①　イルミネーション事業

● 今後の課題

支部の活動を今以上にアピールし建築士会を多くのひとに知ってもらう。

● 今後の計画

今後も継続して事業を進め、地域活性化に尽力できるように検討しています。

問い合わせ先

計

20

参
加
者 215

写真貼付欄写真貼付欄

●来場者
計運

営
側

建築士会

20

他団体 子ども

15

会員

支部活動により地域住民との親睦を深め、建築士会の活動PRを目的としています。

● 活動内容と成果
≪植栽事業≫　国道から街中への導入路となっている道の両側歩道の植樹帯への花の植栽事業の支援

●活動収支 収入 支出

● 集客方法

≪ビールパーティー≫『建築士の日』に町内にて開催されるビールパーティー事業の支援

≪イルミネーション事業≫　駅、商店街近くの広場にイルミネーション事業の支援

・支部活動のなかで地域住民とふれあい、地域の活性化、建築士会の認知度向上に繋げることができました。

● 活動目的

● 活動の種別
□建築物調査､保存･再生　□景観形成､街並み保存･修景　■地域活性化　□教育･人づくり
□防災まちづくり　□ユニバーサルデザイン　□環境保全　□住まいづくり　□住環境整備　□会員拡大
□建築士（会）の周知　□次世代育成　□その他（　　　　　）

● 企画運営団体 ■上記建築士会名　　□その他（　　　　　）

● 活動の背景

地域の活性化、社会貢献、地域とのふれあいで建築士会の周知に努める。

地域実践活動事例報告シート

平成２８年度
■北海道ブロック　□東北ブロック　□関東甲信越ブロック　□東海北陸ブロック　□近畿ブロック
□中四国ブロック　□九州ブロック

建築士会名
（支部等含む）

『建築士の日』ビールパーティー　他事業名上富良野支部

建築士 一般

200



建築士 一般

地域実践活動事例報告シート

平成２８年度
■北海道ブロック　□東北ブロック　□関東甲信越ブロック　□東海北陸ブロック　□近畿ブロック
□中四国ブロック　□九州ブロック

建築士会名
（支部等含む）

建築士の日事業事業名（一社）北海道建築士会北空知支部青年部

● 活動目的

● 活動の種別
□建築物調査､保存･再生　□景観形成､街並み保存･修景　□地域活性化　□教育･人づくり
□防災まちづくり　□ユニバーサルデザイン　□環境保全　■住まいづくり　□住環境整備　□会員拡大
■建築士（会）の周知　□次世代育成　□その他（　　　　　）

● 企画運営団体 ■上記建築士会名　　□その他（　　　　　）

● 活動の背景

社会情勢の影響による、住宅年間着工件数の減少により建築業界の停滞による危機感がでてきた。

市内業者の住宅着工件数を増加させることは元より、業界内を活性化させる為。

● 活動内容と成果

日時　8月20日（木）１８：００～１９：４５
会場　プラザホテル板倉（深川市３条６番７号）

建築士と仲間の集い（ビールパーティー）会場内にパネル６枚を展示し、啓発活動を行った。

パネルの内容　応急危険度判定士について
　　　　　　　木材エコポイントについて
　　　　　　　建築士について　など

●活動収支 収入 支出

● 集客方法

建築士と仲間の集い（ビールパーティー）において

計 参
加
者 200名程度

写真貼付欄写真貼付欄

●来場者
計運

営
側

建築士会 他団体 子ども会員

建築士会北空知支部青年部（深川市役所建築住宅課内） 担当者 舘岡　英司

連携･協力組織

　写真②　パネル展示の様子　　写真①　ビールパーティー会場入口

● 今後の課題

さまざまな助成制度や新工法などの内容を、効率的に広範囲に周知したい。

● 今後の計画

市内業者それぞれのPRをする為の住宅相談会などの事業を検討したい。

問い合わせ先
e_tateok@city.fukagawa.lg.jp

ホームページアドレス http://k-kitasorachi.seesaa.net/
連絡先 TEL 0164-26-2323 FAX 016422-2460 e-mail

mailto:e_tateok@city.fukagawa.lg.jp
http://k-kitasorachi.seesaa.net/


地域実践活動事例報告シート

平成２８年度
■北海道ブロック　□東北ブロック　□関東甲信越ブロック　□東海北陸ブロック　□近畿ブロック
□中四国ブロック　□九州ブロック

建築士会名
（支部等含む）

（一社）北海道建築士会北空知支部青年部 事業名 青年部レクレーション

会員各位にはがき等によち周知している。

● 活動の種別
□建築物調査､保存･再生　□景観形成､街並み保存･修景　□地域活性化　■教育･人づくり
□防災まちづくり　□ユニバーサルデザイン　□環境保全　□住まいづくり　□住環境整備　□会員拡大
□建築士（会）の周知　□次世代育成　□その他（　　　　　）

● 企画運営団体 ■上記建築士会名　　□その他（　　　　　）

● 活動の背景

● 活動目的

会員の親睦を深める為。

● 活動内容と成果

○レクレーション（ワカサギ釣り）
日時　３月５日（土）１０：００～１４：００
会場　朱鞠内湖（幌加内町）

○懇親会（焼き肉）
会場　朱鞠内湖（幌加内町）

深川を８：００に出発し、ワカサギ釣りの後,懇親会で親睦を深めた。

● 集客方法

子ども 計

●活動収支 収入 支出

●来場者
運
営
側

建築士会 他団体 計 参
加
者

会員 建築士 一般

連携･協力組織

写真貼付欄 写真貼付欄

　　写真①　レクレーション（ワカサギ釣り）の様子 　写真②　懇親会（焼き肉）の様子

● 今後の課題

誰もが参加しやすい時期に参加しやすい内容で実施し、参加人数を増やす工夫が必要である。

● 今後の計画

ワカサギ釣りの他、「ボウリング大会」「パークゴルフ大会」「カーリング大会」等、過去に実施した種目をメインに年１回活動
を行う。

問い合わせ先 建築士会北空知支部青年部（深川市役所建築住宅課内） 担当者 舘岡　英司

e_tateok@city.fukagawa.lg.jp
ホームページアドレス http://k-kitasorachi.seesaa.net/

連絡先 TEL 0164-26-2323 FAX 016422-2460 e-mail

mailto:e_tateok@city.fukagawa.lg.jp
http://k-kitasorachi.seesaa.net/


□道央ブロック　□道南ブロック　□道東ブロック　■道北ブロック

写真①　会場の様子

● 活動組織の概要（青年部の人員・事業予算・事業方針）

　・事業予算

活動のキーワードは「地域貢献」「仲間づくり」「スキルアップ」とし、会員の技術の研鑽と会員相互の連携に努
めるとともに、建築士会のブランド力アップに努める。

0

550,000 円/年

建築士会ビールパーティー支部名

　・事業方針

● 活動内容と成果

宗谷支部

30名

■地域貢献　□スキルアップ　■仲間づくり

r_mikuni@ishiken-cs.co.jp

●参加者

FAX

　市民サークル等の参加協力により新たな催し物の企画や屋外での開催を検討し、広く多くの市民の方が来場して頂
けるようにしていきたい。

● 今後の課題

ホームページアドレス http://www.h-ab.com/z-souya/

写真貼付欄 写真貼付欄

青年部長　三国　竜

300

問い合わせ先

　毎年企画が同じでマンネリ化しています。

● 今後の計画

連携･協力組織

TEL 0162-32-7428
宗谷支部青年部

e-mail連絡先

青年建築士 一般建築士

0162-33-4956

10

写真②　会場の様子

2750

担当者

15

北海道建築士会青年委員会 活動事例報告シート

● 活動の種別

● 主催団体 ■青年部　□その他（　　　　　）

【内容】
　会場は立食のパーティーとなっており、ビンゴ大会や大抽選会が行われ、会場側方では縁日的にヨーヨー釣りを、
会場後方ではおつまみ販売コーナー（チケット交換以外の食べ物）を行っています。また、会場入り口横には建築士
会活動のパネルと展示してＰＲに努めています。青年部にて、総合司会、アトラクション及び大抽選会の司会、受付
など全てを運営をしています。
尚、チケットは１枚２,０００円（ビール４杯引換券付）で、青年部会員の方々が販売しています。
【成果】
　建築士会青年部で全てを運営していることから、活動のＰＲができることで、建築士会の知名度を上げることがで
きたと思います。多少の収益が得られることから他の青年部活動に充てることが出来ます。

　・人　　員

●活動収支

平成28年度

稚内の短い夏に毎年開催される宗谷支部の恒例行事として、青年部会員が自ら企画・運営することにより会員間の交
流を深め、また、建築関係者や一般市民の方々の来場者への建築士会活動のＰＲを行うとともに、皆が楽しめる集い
の場を提供することを目的としています。

● 活動目的

事業名

学生 合計一般会員 一般

mailto:r_mikuni@ishiken-cs.co.jp


北海道建築士会青年委員会 活動事例報告シート
平成28年度 □道央ブロック　□道南ブロック　□道東ブロック　■道北ブロック

支部名 宗谷支部 事業名 能力開発セミナー　ＪＷ-ＣＡＤ講習（後援事業）

● 活動の種別 ■地域貢献　□スキルアップ　□仲間づくり

● 主催団体 □青年部　■その他（北海道立旭川高等技術専門学院）

● 活動組織の概要（青年部の人員・事業予算・事業方針）

　・人　　員 30名

　・事業予算 550,000 円/年

　・事業方針

● 活動目的

活動のキーワードは「地域貢献」「仲間づくり」「スキルアップ」とし、会員の技術の研鑽と会員相
互の連携に努めるとともに、建築士会のブランド力アップに努める。

北海道立旭川高等技術専門学院からの講師依頼を受け、新しい知識や更に高めたい技術・技能を習得する向上訓練であ
る「能力開発セミナー　ＣＡＤ製図訓練」受講者に対し講習を行うことにより、地域貢献と今後の支部活動及び会員自
身の仕事と士会活動に生かすことを目的としています。

● 活動内容と成果
【内容】
　２月から３月の期間に１２日間（述べ24時間）の訓練日数により、ＪＷ-ＣＡＤによる建築平面図や電気・配管設備
図作成の操作技法を講師として講習会を実施。
　
【成果】
　受講者の知識・技能習得に対する支援、士会活動の市民や関係団体への理解・ＰＲが出来たと思います。

●活動収支

●参加者
青年建築士 一般会員 一般建築士 一般 学生 合計

2 0 0 15 0 17

連携･協力組織 　北海道立旭川高等技術専門学院

写真貼付欄 写真貼付欄

写真①　講習の様子 写真②　講習の様子
● 今後の課題

　講習期間が12日間あり、かつ夜間での講習となることから、講師を受ける会員への負担が大きい。また、対応できる
会員が限られている。

● 今後の計画

　対応できる会員を増やし、数人体制で実施できるよう検討する。

問い合わせ先 宗谷支部青年部 担当者 青年部長　三国　竜

r_mikuni@ishiken-cs.co.jp
ホームページアドレス http://www.h-ab.com/z-souya/

連絡先 TEL 0162-33-4956 FAX 0162-32-7428 e-mail

mailto:r_mikuni@ishiken-cs.co.jp


r_mikuni@ishiken-cs.co.jp
ホームページアドレス http://www.h-ab.com/z-souya/

連絡先 TEL 0162-33-4956 FAX 0162-32-7428 e-mail

● 今後の課題

　新規会員がなく青年部会員数が減っていくことで団体としての担ぎ手が減少している。

● 今後の計画

　趣旨に賛同し、共に参加できる若い力を募り、団体の担ぎ手人数を確保する。

問い合わせ先 宗谷支部青年部 担当者 青年部長　三国　竜

連携･協力組織 　担ぎ手団体

写真貼付欄 写真貼付欄

写真①　神輿渡御の様子 写真②　神輿渡御の様子

学生 合計

25 0 0 275 0 300

　本祭を通じて次代を担う子供たちに地域の伝統や文化を伝えていくこと、会員間の相互の連携、仲間意識を深め、地
域の活動に積極的に関わっていくことでの地域の活性化を目的としています。

● 活動内容と成果
【内容】
　７月５日に開催される稚内で伝統ある北門神社祭の神輿渡御への担ぎ手団体として毎年参加。
　
【成果】
　他の担ぎ手団体と共に活気あるまちづくりと地域への貢献、士会活動の市民や関係団体へのＰＲが出来たと思いま
す。

●活動収支

●参加者
青年建築士 一般会員 一般建築士 一般

　・事業予算 550,000 円/年

　・事業方針

● 活動目的

活動のキーワードは「地域貢献」「仲間づくり」「スキルアップ」とし、会員の技術の研鑽と会員相
互の連携に努めるとともに、建築士会のブランド力アップに努める。

● 活動の種別 ■地域貢献　□スキルアップ　■仲間づくり

● 主催団体 □青年部　■その他（五十鈴会）

● 活動組織の概要（青年部の人員・事業予算・事業方針）

　・人　　員 30名

北海道建築士会青年委員会 活動事例報告シート
平成28年度 □道央ブロック　□道南ブロック　□道東ブロック　■道北ブロック

支部名 宗谷支部 事業名 北門神社祭　神輿渡御（地域貢献・交流事業）

mailto:r_mikuni@ishiken-cs.co.jp

